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■議事録 

○山口委員長 それでは、定刻になりましたので、第15期図書館協議会第15回定例会を始

めたいと思います。 

 最初に、第14回、前回の定例会の議事録の確認です。既にメールで事前に連絡があった

と思うのですが、今回も簡単な字句の訂正のみで内容にかかわる訂正はございませんでし

た。よろしければ、このまま公開ということにしたいと思いますが、議事録についてはよ

ろしいでしょうか。 

 それでは、議事録は事務局で公開の手続をお願いいたします。 

 あと、本日、資料が多くございますが、黄色い冊子が「第三次町田市子ども読書活動推

進計画」です。前は案という形で出ていましたが、これが最終版ということになります。 

 あと、「まちだの教育」です。教育委員会からの資料が１冊入っております。 

 本日、多田委員と千田委員、市村委員がご欠席です。それから、尾留川館長は議会の対

応で欠席ということになります。 

 引き続きまして、館長報告に入りたいと思います。 

 それでは、近藤副館長、よろしくお願いいたします。 

○近藤副館長 事務局の近藤です。 

 それでは、館長が今日は議会の対応でちょうど３時から会議が入っていますので、私の

方で報告いたします。 

 まず１点目、教育委員会の報告です。２月６日（金）に教育委員会がありました。そこ

では図書館から２点をご報告しております。 

 １点目が第三次町田市子ども読書活動推進計画についてです。 

 その内容について簡単に触れますと、町田市では2004年12月に町田市子ども読書活動推

進計画を策定しまして、その後、引き続き第二次の計画を策定して、第二次計画がこの

2014年度の３月で終了するものですから、ここで新たに2015年度からの第三次計画を策定

したことになります。策定については、庁内の組織として策定委員会を設置し、策定委員

会を２回、また作業部会を策定委員会の下に設けて10回開催し、検討を重ねました。ま

た、市民の方からも意見をいただいて、最終的にこの計画ができ上がったということにな

ります。 

 この第三次計画は、第４章で基本理念を定めているのですけれども、これは第二次計画

のものを引き継いでおります。基本理念「自ら進んで本を読む子を育てる」、あと基本目
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標を３つ定めてありまして、１つが「子どもが本と出会うきっかけ作り」、２つ目が「い

つでも身近なところに本がある環境作り」、３つ目が「子どもの読書に関わる人の配置と

育成」という観点で計画をつくったということになります。 

 計画年度は５年間ということになりますので、2015年度から2019年度までの５年間で、

計画の対象年齢はゼロ歳から18歳となります。 

 計画の進行管理として、進捗状況を確認し、また、各年度の状況に応じた適切な取り組

みを実施するため、町田市子ども読書活動推進計画推進会議を毎年度実施することにして

おります。 

 最後に、第６章になるのですけれども、９ページ以降です。重点的取組を３つ定めまし

た。１つが「地域での連携事業の充実」、２つ目が「学校での取組の強化」ということ、

３つ目が「オリンピック・パラリンピック教育支援、書評合戦の普及啓発支援」の３項目

を重点的取組として、国や都の計画との連携を基礎に、第二次計画の課題であった連携事

業をさらに充実強化していくこと、あるいは学校間の格差を解消することなどを目指して

定めたということになります。 

 それから、10ページ以降に、今度は各目標に沿った32の取組を定めております。こちら

については、子どもの読書活動の推進に直接かかわるもののほか、図書館以外の市役所の

いろいろな課が関係している訳ですけれども、各課が所管する事業のうち、子どもの読書

活動に寄与するものを取り上げて32の取組といたしました。 

 こちらについては、この内容を報告して委員から特段の質問はなかったのではないかと

思っております。 

 次が資料２、町田市立図書館貸出停止等事務取扱要領の制定についてということで要領

の制定について報告をいたしました。こちらは、実は今まで町田市の図書館では、延滞し

た資料がなかなか返ってこない利用者に対して、貸出停止措置をとっていた訳ですけれど

も、その処分の基準としましては、行政処分ということで処分基準を定めて運用を行って

いました。しかしながら、今後は貸出停止措置については、行政処分ではなく、民法上の

相互契約に当たる行政サービスであると判断して、その基準を廃止することといたしまし

た。ついては、今までの処分基準にかわるものとして、この貸出停止等事務取扱要領を制

定したということになります。 

 １ページめくっていただいて裏面に取扱要領が全て載っております。基本は、個人貸出

の利用者が貸出期間を経過する日の翌日から42日間、42日延滞しても資料の返却が見られ
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ない場合は貸出停止を行うこととしております。 

 施行は３月５日から施行しております。３月５日としましたのは、今まさに作業中なの

ですけれども、新しいシステムでこのやり方が対応できることになりますので、３月５日

からといたしました。 

 教育委員会の報告は以上の２点でございます。 

 次に、その他といたしまして、１つが１月27日に、先ほども触れましたけれども、第８

回町田市子ども読書活動推進計画推進会議を開催いたしました。その内容に簡単に触れた

いと思います。 

 当日は、以前ご報告してありますけれども、まず図書館からの報告ということで２点ご

報告いたしました。１点目が今行っている図書館のリニューアルについての概要、２点目

が、これも準備を進めている忠生図書館の開館に向けての動き、内容等を報告したという

ことになります。 

 議題としては、今行っている第二次計画期間の取組についてということで、まず図書館

から、としょかん１ねんせい事業の途中経過、あと「本のたからじま」の関係でブックリ

ストをつくっていますけれども、それの配布状況、今度３月に行われるまちだとしょかん

子どもまつりの開催について等を図書館で報告するとともに、各課から報告をしていただ

きました。 

 例えば指導課からは、学校の教育課程の国語の授業の中で、図書委員会の活動とか計画

的な読書を位置づけていくような取り組みを行っていますとか、指導員の方と担当の先生

との連携を重視して各校では事務に当たっていますというお話。 

 それから、教育総務課では、学校図書館図書標準を2018年度までには達成できるように

予算面での整備を行っていきますというようなお話がありました。 

 あと、児童青少年課では、子どもセンターとか学童保育クラブでは、地域の方の協力の

もと読み聞かせ等を行っているということ。あと、2013年度からは“プレママベビママ講

座”というのがあるのですけれども、そちらで２回の講座のうち１回は読み聞かせをテー

マにしたものとしているというようなお話がありました。 

 あと、子育て支援課です。2014年度から始めたマイ保育園制度でマイ保育園に登録して

いただいて、本をプレゼントするという形の活動が始まって、今年度は既に500名の方に

プレゼントした。今年度、最後までで1,100名の方に登録していただく予定ですというよ

うなお話でした。 
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 第二次計画の取り組みについては、そのような各課の報告をして、次に先ほど報告した

第三次の子ども読書活動推進計画について内容を事務局から説明したということになっ

て、そこから少しご意見をいただいたということになります。 

 推進会議についてはそのような形で、次回は2015年の夏前には行うということで、日程

までは決めませんでした。 

 それから、その他の２点目ですけれども、図書館のリニューアルの現状ということで、

今、図書館がお休みしていろいろ準備を進めている訳ですけれども、今どこまで終わって

いるかだけ簡単にご報告したいと思います。 

 ２月12日からお休みに入って、あと１週間ほどで開館になるのですけれども、まずは12

日の朝からおとといまでデータの移行作業を行うとともに、それの確認作業を行っていま

した。それと、古い端末を撤去して新しい機器を設置するとともに、職員は新しいシステ

ムを全然いじったことがありませんから、それの研修をまず受けたということになりま

す。館内は研修後、その機械を各地域館、中央図書館を初めカウンターに設置、あるいは

セルフ貸出機等はカウンターの外に設置しております。 

 その設置が終わった後、まだ実際に見ている環境は本番の環境ではなくてテスト用のつ

くったデータの環境ですけれども、それを研修ではなかなかマスターできませんので、職

員がみずからやって操作に習熟している、あるいは利用者の方がこんなところは困るのか

なみたいなことを頭に描きながら、どうやってうまく説明できるのかというところも踏ま

えた練習を行っております。 

 あと、鶴川駅前図書館と中央図書館になりますけれども、予約のコーナーの最終的な設

置工事、内装工事を含めた設置ということになります。 

 もう１つ、今まで貸出の無断持ち出しを防止する装置がついていた館、中央図書館と金

森図書館と鶴川駅前図書館については、実は資料に磁気テープが仕込んである訳ですけれ

ども、そのままにしておきますと、その本を借りた利用者の方がよその図書館へ行って誤

作動というか、ある意味作動してご迷惑をかけてしまうといけないので、テープ自体はは

がしませんけれども、その磁気を外す。要するに、貸出状態にする作業をあわせて行いま

した。これは結構大変な作業だったのですけれども、それをやれば、例えばその本を借り

た方が相模原の図書館へ行ってもご迷惑をかけないということになると思います。 

 あと、今後―あしたからになるのですけれども、今日までで本番データの最終確認が

終わって、多分オーケーということになると思うのです。まず、あした、負荷試験の一環
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として本番データを使って返却をやってみます。負荷をかけて実際のシステムがどうなの

かという検証を行います。その後１日置いて土曜日にしっかり最終確認をとって、３月１

日の日曜日から今までたまっている返却ポストに入っているけれども返却できていない分

とか、購入したけれども登録していない本や雑誌ということで、開館に向けた準備に入り

ます。それと並行して、最終的にまた利用者の方がいるイメージのリハーサルを３月３

日、４日に行って、５日に開館というスケジュールで今動いております。 

 ですから、休館中に考えていたスケジュールはほぼ順調に来ているということになって

おります。 

 報告は以上でございます。 

○山口委員長 ありがとうございました。 

 それでは、質疑応答に入りたいと思いますが、まず１番目で教育委員会の報告です。 

 まず、第三次町田市子ども読書活動推進計画についてということで、今日黄色い冊子が

ございます。あと、後から追加で配付しましたが、その他の①に相当しますが、町田市子

ども読書活動推進計画推進会議の議事録がございますので、あわせてお読みいただければ

と思います。 

 まず、第三次町田市子ども読書活動推進計画の冊子について、また資料１について何か

ご質問、またご意見がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 この件につきましては、後で会議の報告ということで委員長報告の方でも少し触れる時

間をとりたいと思いますので、そちらでも改めてご発言いただければと思います。 

○清水委員 学校図書館のことが書かれていたのですけれども、「学校図書館充実ハンド

ブック」の活用とあるのですけれども、この実際のものを見せていただくことはできるの

でしょうか。 

○近藤副館長 こちらは今手元にないのが１つと、これは学校教育部がつくっていて、図

書館としても資料の協力はしたのですけれども、図書館に余分にあるかどうか確認はでき

ないのです。ただ、事務用に児童担当は持っているはずなので、この場では無理ですけれ

ども、また機会はあればと思います。例えば次回に持ってくるとかはいたします。 

○清水委員 見せていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 それから、議事録で２枚目の裏側に図書指導員のことについていろいろ書かれているの

です。公募についてのところで、何だかどっちなのだろうという印象を受けるような書き

方で、「地域との連携の中で読書活動についても支援していただいていた、という歴史的
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な流れも大事にしながら、将来的には学校司書に近づけていくような取組を進めていくこ

とが必要だと思う」ということが書かれているのですけれども、ここら辺のところはどう

いうふうに理解していいのかよくわからないのです。 

○近藤副館長 この会議には私も出ていて、指導課長であったと思いますが、答えている

内容がこちらに書いてある訳なのですけれども、何とお答えしていいのか、間違っていた

ら、また山口委員長にも訂正をいただければと思います。私がそこで聞いていた感じだ

と、図書指導員としての力量をしっかり持っている人を採用してという考え方も１つある

けれども、各学校はそれぞれ地域との連携の中で指導員さんを採用して運営を行っている

ので、そういう方向ですぐに切りかえることは難しいようなニュアンスを私は感じまし

た。 

○清水委員 ありがとうございました。 

○山口委員長 今の件につきまして委員長から補足させていただきます。 

 私も当日ここに出席しておりまして、後で委員長報告で触れる予定ではありましたけれ

ども、これは委員さんの中から図書指導員の配置が３月末にならないとわからないという

現状があって、そこのところを含めてどうなのだろうかという質問があったのです。３月

末にならないとわからないというのは、雇用されている側としては非常に不安定な状況に

なる訳ですが、これもひとえに予算との兼ね合いであるということで指導課から説明があ

りました。 

 そのことから派生しまして、今の清水委員の質問にかかわる図書指導員の位置づけにつ

いてもいろいろと質問が出てまいりました。近藤副館長がご説明なさったとおりでありま

して、私もこの件については、やはり隣の横浜市や神戸市などで学校司書を公募するよう

な取り組みもあるので、流れとしてはそうなるのではないかと。文科省も、そういう形で

動いていますので、今後はそうなるだろう。それについてどうなのかということで質問を

した訳ですけれども、やはり町田市の場合は従来の地域との関連性ということを重視する

と変わらざるを得ないだろうけれども、現状を維持するというようなニュアンスです。で

すので、そこの切りかえがなかなか難しい。特に現場の校長先生にそこを委ねられてしま

っているから、なおさらなかなか現場としてもおつらいところがあるのかなという雰囲気

はありました。 

 ただ、この問題については横浜市が今どんどん進めていまして、実際に効果が出ている

ということを神奈川新聞が積極的に取り上げたりしておりますので、将来的にはそうなっ
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ていくものだろうと意識しています。問題はどこで切りかえるか、そこのときに若干問題

があるのかなということです。そういうことがちょっと話題として出ていました。 

○伊藤委員 現場の立場から、町田市内で今まで２つの学校に勤めております。それぞれ

の学校での図書指導員さんの採用というか、お願いについては本当に地域密着型という形

だったと思います。１つの学校は、もともと読み聞かせですとか、そういった形でボラン

ティアとして学校にかかわっていただいていた方を図書指導員という形でお迎えしている

という状態です。 

 そして、１つの学校に３名お願いしているのですけれども、例えば１人が都合が悪くな

ったというときに、もう１人はどういう形で補充するかというと、その指導員の方のお知

り合いに声をかけていただくとか、そんな形で次の方をお願いしているということで、地

域とのつながりというのはかなり強いのではないかというところです。 

 もう１つの学校につきましても似たような形なのですけれども、そこに町田市が採用し

ているボランティアコーディネーターといって、地域の方と学校でやりたい教育活動、こ

れは図書館活動だけに限らず、いろいろな体験活動もそうなのですけれども、そういう方

にお願いをして、１人今度かわらなければいけないのだけれどもどうでしょうか、いらっ

しゃいますかという形で地域の方に声をかけていただいて見つけてきていただいていると

いう状態ですので、まさにこの答弁にあった地域とのつながりを大事にしながらというと

ころで進んでいるのが私の体験している学校の現状になってくると思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

 子ども読書活動推進計画についてはどうですか。 

○鈴木委員 おはなし会のことが、子どもが本と出会うきっかけづくりということで10ペ

ージにも、その後のところにもそれぞれのところでもう少し詳しく載っていますが、この

おはなし会をする者たちというのが、私たちの柿の木文庫の例で言うと、10ページのとこ

ろだと図書館でのおはなし会と地域子育て相談センターでのおはなし会、その次の学童保

育クラブ、子どもセンターでのおはなし会というこの３つにかかわっていまして、そのほ

かのところも多分ボランティアの人が入っているのではないかと思うのですけれども、

今、図書館のボランティア養成講座は限定で１年に10名で、その人たちは必ず図書館のお

はなし会にはボランティアとしてかかわるようにというのが講座を受けるときのあれなの

です。それ以外のところは、その方たちがかかわるかどうかは別の話なのですけれども、

全体として養成される人数が少ないのではないかと思うのですね。 
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 おはなし会をする場面がいっぱいありながら、それを育てる場がないというか、それぞ

れ各文庫とかおはなし会に任されていて、ＮＰＯまちだ語り手の会は、その中で養成の講

座なども持てたりしていますけれども、柿の木文庫などですと実際の活動の中で、みんな

でふだんの活動でお互いに意見を言い合ったり、練習を聞き合ったりしてスキルアップを

するしかなくて、なかなかメンバーも増えにくいし、そのほかの地域もどうなっているか

詳しくはわからないのです。 

 これだけ基本目標におはなし会をどこの部署もみんな置いていらっしゃるので、もう少

しその辺にもちゃんと配慮しないと、これは目標だけで、あとは各ボランティアにお任せ

しますみたいな感じだと、ボランティアの方は結構大変になるのかなと思うので、もうち

ょっと全体として図書館もかかわって、そういう人たちを養成する場を持っていただく

と、この推進計画も無理なくできるのではないかと思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。おはなしボランティア養成講座というのは、図書

館がずっと取り組んでいる事業の１つですけれども、そこで年10人というのは少ないので

はないかというご指摘ですね。 

○鈴木委員 前はもう少し多かったと思うのですけれども、今ちょっと減っているのです

ね。 

○山口委員長 これは私から確認ですが、年10人というのは、要するに10人に限定をして

いるのか、それとも応募する人がそうなってしまっているのか、これはどちらですか。 

○鈴木委員 現実に落ちているのです。 

○近藤副館長 人数の制限、10人程度というのを設けているのも事実ですけれども、正直

こちらの宣伝不足もあるのかもしれませんけれども、応募もそれほどない。今、鈴木委員

のおっしゃった今の図書館でやっているボランティア養成講座は、図書館で活動してもら

うというのを前提でやっていると、もしかしたらそれが制約でできないと思っている方も

いらっしゃるのかもしれないのです。 

 だから、それはそれで１つボランティアを養成する講座は大事なことですけれども、

今、鈴木委員のおっしゃったように、要するに図書館の活動にとらわれず、地域だけでも

いいから―地域だけという言い方もあれですけれども、地域でボランティアの活動はや

るけれども、図書館までは出向けないよというような方も拾うというか、裾野を拡大する

ような考え方が、図書館だけで仮にできなくても、これもまたボランティアの方にお願い

することになるのですけれども、一緒にみたいなことも含めて、ここには具体的なことは
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そこまで言っていませんけれども、載っていないからやらないということはないので、そ

ういったお話も受けながら検討していきたいと思います。 

○山口委員長 おはなし会をボランティアでやるとしても、一定の研修を受けないといけ

ないのだということは私もよく聞かされておりますので、恐らくおはなし会は図書館だけ

ではなくて、学校その他もございますから、そういうところでやる方たちもまとめて研修

ができるといいと思うし、もう１つは、それを図書館でやれば、図書館にはおはなし会の

ネタとなる本がありますから、それとあわせて図書館を活用しながら、図書館を宣伝して

くれる語り手を養成できるのかと思います。 

 ですから、今、副館長がおっしゃったように、図書館にとらわれないで広げていくとい

う考え方を今後持てるといいのかと思います。そうしないと、ＮＰＯとか文庫などで養成

をしようといっても限界があると思いますし、全体で把握できる方が恐らく活動する人も

将来的に活動しやすくなるのではないかと思います。そういうこともぜひ協議会で今後と

もフォローしていきたいと思います。 

○鈴木委員 前は公民館であったりもしたので、図書館だけでするのは大変だと思うの

で、そういう公的なところとも連携を組みながら何かしてくだされば、それとか地域も、

中央館の場所だけではなくて、もう少し地域的にもいろいろなところで、毎年ではなくて

も、今年はここでというふうにすると、そこの地域でのボランティアも育つのかと思いま

す。 

○山口委員長 今、生涯学習についても別に会議が動いていますけれども、やはりそちら

でも生涯学習の場を、例えば今、生涯学習センター、中央公民館、あそこがもともと公民

館なので念頭として置かれるようですけれども、むしろそこにとらわれないで、各地域ご

とで自発的にいろいろな活動が出て、生涯学習センターはそれを統括するような捉え方の

方がいいのではないかという意見も出ております。 

 基本は公民館が足りないということが大きいのですけれども、それを今さらつくるとい

う訳にいきませんし、待っている時間ももったいないですから、もっと地域で―今、鈴

木委員のおっしゃったことなどは非常に重要だと思うのですね。ただ、生涯学習審議会で

は、おはなしボランティアの話は出ていませんでしたので、ぜひ今の話はあちらでちょっ

と触れておきたいと思います。 

○鈴木委員 よろしくお願いします。 

○山口委員長 子ども読書活動推進計画についてはよろしいでしょうか。 
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 では続きまして、教育委員会報告の２番目の町田市立図書館貸出停止等事務取扱要領の

制定について、こちらについて何かご質問、ご意見がございましたらお願いします。 

○鈴木委員 近藤さんのおっしゃった行政処分から変わったというところが、これが今度

は行政サービスの中の要領になるのか、その辺の説明が余りよくわからなかったのですけ

れども。 

○近藤副館長 図書館の資料を市民の方に利用していただく訳ですけれども、従来は貸出

を停止するということを行政処分として捉えていたということなのです。ですから、行政

処分は、この場合で言えば、変な話、図書館が勝手にやる訳にはいかないので、きちんと

相手方にも、どういう理由で返却できなかったかみたいな弁明をする機会を与えたりみた

いなことで、正直事務処理が割と繁雑だったのですね。 

 ただ、その後、よその図書館の事例などを見ていきますと、そういうやり方をとってい

るところは、最初のころはあったのですけれども、どんどんなくなってきまして、例えば

20日間延滞したら貸出停止とか、そういう流れが今来ていますので、町田市も貸出という

行為は利用者の方とこちらの図書館とお互いに２週間、10冊貸し出しますよという理解の

上に、契約の上に貸し出しているみたいな考え方に立っていきましょうということになり

ました。ということで、行政処分から離れた形の処分の規定を設けたということです。 

○鈴木委員 要領があれば、要領に合わないことがあったらば処分ができるということで

すね。 

○近藤副館長 具体的には、さっき言った42日を超えた場合は、次の本の貸出をしないと

かということになりますね。 

○鈴木委員 わかりました。ありがとうございます。 

○山口委員長 この件についてはよろしいでしょうか。 

 では次に、その他の事項です。第８回町田市子ども読書活動推進計画推進会議につきま

しては、今、計画とあわせて議論も出ましたので、こちらでは２番目の図書館リニューア

ルの現状について、プリントが１枚資料としてありますが、これについてご意見、ご質問

がございましたらお願いいたします。 

 基本的な工事を伴うような作業というのはもう既に終わってしまった訳ですね。 

○近藤副館長 工事というか、大規模なものはもう終わったということで、例えば館内の

サインとか、その辺は今もやっています。 

○山口委員長 わかりました。そうすると、これから開館に向けての準備に時間がかかっ
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てくるかと思います。システムを変えるというと、私もかつて２回ほど経験があります

が、半年ぐらいはなかなか落ち着かなかったと思いますので、いろいろ大変かと思います

けれども、ぜひ利用者サービスの向上に向けて取り組んでいただければと思います。特に

作業が立て込むと、恐らくかなり時間外労働も多くて現場の方々も大変かと思うのですけ

れども、どうぞよろしくお願いします。 

 この件につきましてはよろしいでしょうか。 

○近藤副館長 １点だけ追加で済みません。リニューアルで、３月５日からオープンとい

うことの説明をしたのですけれども、耐震工事で休館していた木曽山崎図書館もあわせて

３月５日オープンで最終的に追い込みでやっています。耐震工事自体は終わって新しい端

末の設置等をやっていますので、その予定でいきます。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

 それでは、図書館リニューアルの現状についてという項目についてはここまでにしたい

と思います。 

 引き続きまして委員長報告なのですが、先ほど１月27日の第８回町田市子ども読書活動

推進計画推進会議につきましては副館長からも報告がありましたし、また議論もある程度

進んでしまいましたので、特に私から大きな報告事項はございません。 

 ただ１点だけ、情報交換のところで私立幼稚園協会から選出された委員から、町田市の

幼稚園の読書活動の実情についてアンケートを昨年７月になさっておりまして、それに対

して全部で22の幼稚園から回答を得たということで、手元に簡単な結果報告書といいます

か、数値を書いたプリントをいただいてまいりました。お配りするものがないので申し訳

ないのですが、ざっと傾向だけお話ししておきます。 

 例えば「幼稚園で読み聞かせを行っていますか」という質問に対して、「毎日行ってい

る」というのが22園のうち16園ということなので比較的多い訳ですが、一方で週に何回行

っているかというので「週３回」が３園、「週４回」が１園、「週２～４回」が１園で、１

カ所は月に２回ぐらい。だから、やっているところとやっていないところは大分差がある

ことは事実ということになります。ただ、比較的やっているところは多いということにな

ります。 

 もう１つ、これは今、私どもの方で議論しているものと関連があるかと思うのですが、

「幼稚園で読み聞かせをしているのは誰ですか」というので、複数回答ということです

が、「職員がやっています」というのが22園中22園、だから全て職員がやっているという
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ことです。そのほかに保護者で「お母さん」というのが４園、「お父さん」というのが１

園、あと「無償ボランティア・読み聞かせの会等」というので、ここが具体的にどこの組

織かまでは確認できないのですが、２カ所という具合です。あと、その他というので、業

者がやっているというのもありまして、こどものとも社から来ているのが２園です。あと

は小・中・高校生が参加していますという幼稚園もあります。あと、私は実態がよくわか

らないのですが、絵本コーディネーターが１カ所、あとは紙芝居や絵本作家の人がやって

いますというので、やはり幼稚園によって大分その内容も幅もあるようです。ただ、圧倒

的に職員がやっているということです。 

 もう１つ、「保護者に向けて啓蒙活動を行っていますか」ということで複数回答ですが、

「積極的に本の紹介を行っている」というのが７園、「機会があれば本の紹介」というの

が10園、「特に紹介はしていない」というところが３園、「積極的に読み聞かせを薦めてい

る」というのが７園、「機会があれば読み聞かせを薦めている」というのが10園というぐ

あいです。ですので、全体として読み聞かせの啓蒙活動はしているということになるので

しょうけれども、やはり園によって積極的である、またはそうではないという差がありま

す。中には、毎週金曜日に子どもが選んだ本を貸し出して一緒に読むことを薦めている。

恐らく幼稚園の中で持っている蔵書を園児に貸し出しているところもあります。 

 ４番目、「保護者に園を通して本の交流をしてもらっていますか」ということですけれ

ども、これは大分幅がありまして、「学習誌を全員に購入してもらっている」というとこ

ろが８園、「物語本を全員に購入してもらっている」というところが９園、「希望者に限り

購入」が13園、「購入してもらっていない」というのが２園ということです。恐らくこれ

が保育園になるとまた全然違うデータになるのだろうと思います。 

 ５番目に、「子どもが自由に読める本の置き場所はどこですか」、学校で言えば学校図書

館になります。そうしますと、全部のところがまず保育室に置いてある。だから、園児が

ふだん過ごしているスペースの中に置いてある。それにプラスして13園では図書コーナー

を設けているということです。ですから、保育室とはまた別にそういう場所があるという

ことだと思います。あと、その他というのが１カ所です。自由に読める本が置いていない

というところはゼロですので、やはり手に取れる場所に置くということは配慮しているよ

うです。 

 ６番目に「図書館を利用していますか」―要するに公立図書館ですね。「園として利

用している」というのが２カ所ございます。そのうち１つは預かり保育の中で企画してい
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る。「職員が個人的に利用している」のが16園、個人的にというのは、恐らく園で読み聞

かせ等で使う資料を図書館に探しに来るということだと思います。あと、「全く図書館を

利用していません」というところも５カ所あるようです。理由などを調べると、もう少し

このデータの意味が出てくると思うのです。 

 ７番目、「園内で絵本についての勉強会をしていますか」というので、「定期的に行って

いる」というところが２カ所、「たまに行っている」というのが８カ所、「行ったことがあ

る」というのが１カ所、行ったことがあるというのですから１年に１回あるかどうかとい

うことだと思います。そして、「行っていない」というところが11カ所、ですから、本は

設置し、機会は提供するようにしているけれども、絵本についての勉強、本についての勉

強―職員側でしょうね。それは半分ということになるのです。 

 最後に、「幼稚園の本は誰が選んで購入していますか」というので、「園長が選んでい

る」というところが18カ所、複数回答ですので、それから「職員が選んでいる」のが19カ

所、あと「業者に任せている」というところも５カ所あります。ですから、圧倒的に幼稚

園の園長、職員が選んでいるということですので、そういう人たちに本当は絵本の勉強、

知る機会が提供されていくといいのかなとは思います。 

 こういう情報を私立幼稚園協会からいただきました。もちろん、このデータに入ってい

ない部分もまだまだある訳ですが、一定の傾向はつかめるのだろうと思います。これにつ

きましては、後でまた委員の皆様にはお配りしたいと思います。このような情報提供など

もございました。 

 よろしいでしょうか。 

 引き続きまして、生涯学習審議会について報告をします。 

 前回の図書館協議会以降、スケジュールの関係で生涯学習審議会は１回ございました。

そちらでは、前回の審議会と継続しまして、町田市における生涯学習について、今までい

ろいろな活動についてのヒアリングをしてきたことについて、今度は審議会の委員の中で

生涯学習のイメージについて話し合いをしましょうということで２回時間を費やしまし

た。 

 結論から言いますと、まだまとまっていません。３月にこれから目指すべき生涯学習の

姿というのでイメージをまとめていくことになっています。前回まで話し合いをして、委

員さんたちの感想を最後にざっくばらんに話してもらった訳ですが、やはり共通していた

のが社会教育とか生涯学習という言葉が使われていますけれども、そういう概念で捉えら
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れなくなってきているのではないか。つまり、学習とか教育ではなくて、いろいろな活動

がつながってくる。その根底には、地域の問題は地域で解決するというときに、生涯学習

が役に立つのではないかという発想があるようです。これについては、決して全委員が同

じ考え方という訳ではありません。 

 ただ、従来、生涯学習というと、例えば60歳なり65歳なり、リタイアしてからの余暇を

充てるようなイメージというのが非常に強いですね。でも、現実にはそうではなくて、現

役世代から、またもっと若い世代から地域と関連性を持ちながら、さまざまな問題解決を

していく必要性は出てくるだろう。そういうことも視野に入れなければいけないというよ

うな話が今出ています。 

 また一方では、お隣の相模原との共同ですが、さがまちコンソーシアムのような大学と

地域をつないでいく中で、若い世代―学生を地域とどう結びつけていくかということ

も、また町づくりという観点から見てもいいし、学生たち、若い人たちからすれば、社会

とのかかわりというのは単に仕事だけではなくて、地域社会とのかかわりというのを意識

したりしていく機会にもなるのではないか、そのような意見が出ていました。 

 その一方でもう１つは、町内会などで行政側は市民に情報を提供しよう、把握しようと

する訳ですが、町内会・自治会の組織率が55.4％ということで決して高くはございません

ので、逆にいろいろなチャンネルを使って必要な人に必要な情報を必要なときに提供する

というのも大切ではないかということも意見として出ておりました。 

 そのようなことを含めて、３月に次の審議会がございますので、そこで一定の意見の集

約をして、それ以降は、今度はほかの自治体等で先駆的な事例があれば、実際に視察も含

めて調査をしようということで今進めております。 

 私からの報告は以上でございます。 

 あと、生涯学習審議会でも、図書館の活動についての報告もありまして、まちだとしょ

かん子どもまつりについても事務方から報告がございましたが、私からもチラシも含めて

全委員に報告を上げておきました。 

 委員長報告につきまして何かございましたら、よろしくお願いします。 

 子ども読書活動推進計画については先ほどある程度議論が出ていましたので、特に質問

は余りないかと思うのですが、生涯学習審議会は、まだ結論というか、まとまった考え方

が出ておりませんので、できれば次回あわせてご意見をいただければと思います。 

 あと、先ほど出てきましたボランティアの養成の件ですね。これについては、ぜひ次回
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の会議のときに提案はしておきたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

○清水委員 先ほど委員長がおっしゃっていた幼稚園の読書の件ですけれども、このほか

に学童保育クラブでの読書とか、そういうものは何か報告とかはありましたか。 

○山口委員長 それはありませんでした。幼稚園の方は町田市私立幼稚園協会でやったの

ですね。まとめてくださったのは町田ひまわり幼稚園の園長さんです。ですので、私もこ

れを聞いて、これが保育園だったらどうなのだろうかとか、あと、今、清水委員がおっし

ゃったように、学童保育クラブも、ある意味では本を置いてある学童保育クラブもござい

ますし、そこのところをどうするのかなという問題は当然あります。ただ、それは把握し

ている部署はないのかと思うのですけれども、これは図書館側でも把握されていないです

ね。 

○近藤副館長 図書館でも、先ほど委員長から紹介にあったような内容について、保育園

とか学童保育クラブの活動までは把握しておりません。ただ、以前お話ししたと思うので

すけれども、多摩の図書館の児童サービス委員会で、例えば市域の保育園なども含めて、

おはなし会とか、そういった活動について調査しているので、先ほどのものとはレベルが

違いますけれども、その調査がまとまれば、もしかしたら参考になるかもしれません。 

○中林委員 今、清水さんから学童保育クラブのことが出ましたでしょう。私も、それは

すごく気になるのです。学童保育クラブに行っている子どもたちは１年生から３年生まで

です。学校の中ではきちんと目が行き届いていても、学童保育クラブで担当している方と

いうのはやはり数が限られてきます。 

 私も息子が２人学童保育クラブにお世話になったのですけれども、学童保育クラブの先

生方はすごく一生懸命やっていらっしゃるし、今は状態も変わったかもしれませんけれど

も、子どもたちはまちまちなので、いろいろなクラスとかいろいろな学校、だから、１つ

の学校で統制がとれて指導するという状況はない訳です。いろいろやってきた子どもたち

を時間まで、親がいない間、安全を確保しながら見る、そういう意味では非常に責任の重

い仕事だと思うのです。どうやって過ごさせるかということは、学童保育クラブの先生方

にとっても大変深刻な問題だと思うのですが、できれば今、学童保育クラブが増えていま

すから、学童保育クラブで図書館がどうかかわってくるかというのを検討していただける

とすごくありがたいと思うのですね。 

 私の子どもが行っていた当時は、２つ、学童保育の本がありまして、子どもたちも大き
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くなったので使っていた本を必要かどうか伺いましたら、とても欲しいと言ってくださっ

て利用していただいたのです。子どもが学校から「ただいま」と学童保育クラブに帰って

きて本があると、畳に寝転んで本を読むのです。でも、少なくとも家に帰るのと違います

から、何をしてもいいような自由に本を読めるとか、そういう時間があるというのはとて

も大事だと思うのです。それをもし取り上げていただけると、親御さんもすごく安心だ

し、子どもの事故が最近多いですから、そういった点と、それからもう１つ、子どもの情

操面で、二、三時間ありますから貴重なこと。 

 といいますのは、学童保育クラブでいろいろ宿題をやってしまうらしいのです。この

間、孫が―別の自治体ですけれども、遊びに来ましたときに、お茶をたててくれるとい

うのです。なぜかと思いましたら、学童保育クラブでお茶の先生を呼んでくださって、お

茶のたて方を教えてくださったのですね。それですごく興味があってお茶をたててくれた

のですけれども、そういうあれからいけば、それこそ今、文部科学省が志向しているよう

な日本の伝統を重んじるというものに沿ったものというのは、学童保育クラブの時間と

か、そういったことでもできるものなのだなと実はいたく感心したのです。 

 子ども自身がお茶というものに非常に興味を持って、まだ３年生ですのに、お抹茶がお

いしいと言っていますから、そういうあれからいくと、子どもの学校を離れてからの過ご

し方というのも、いろいろ対応があるのだなという気がします。読書については、図書館

で取り上げていただけるとすごくありがたいです。 

○山口委員長 ありがとうございます。私も子どもが２人、学童保育クラブと保育園とお

世話になりましたので、学童保育クラブの状況はよく存じ上げております。ただ、学童保

育クラブも学校の敷地内に併設されている学童保育クラブとそうでないところで状況が少

し違うかと思うのですね。あの二、三時間というのは、学年が上がれば過ごす時間が減り

ますけれども、１、２年生はかなり長い時間を過ごすこともありますから、そういうとき

に自由に本を選べるという環境があると、それはそれでいいのかと思います。 

 学校図書館は、残念ながら放課後いつまでもあいているという状況はなかなかございま

せんから、そういう点で学童保育クラブも実はそういうきっかけづくりの場所にはなるの

だろうと思うのですね。ただ、どこの職員も限られた数でぎりぎりでやっている感じです

から、それこそ団体貸出のような形で現実に本が供給されるような仕組みがあると大分学

童保育クラブの中も変わるだろうと思うのです。 

○鈴木委員 今、柿の木文庫では、月に２回の水曜日は２つの学校の学童保育クラブが来
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ているのですね。私たちのところは30人入らないぐらいなので、一番近い小学校は120人

ぐらいいるので、１年間に２回しか来られなかったりもするのですけれども、来たときは

本を借りて、たくさんだと先生も大変なので、１人１冊ぐらいの感じで行って、前はその

子が２冊借りていって、それを家に持ってかえっていたのですけれども、そうすると、な

かなか持ってこないで返せないという問題があって、今は借りていった本を学童保育クラ

ブに置いているのです。なので、ほかの子も読んで次のときに持ってくるというので、長

期貸出というか、１カ月ぐらいの貸出をしているのです。10冊から20冊ぐらい一度にみん

なで借りていくので、少しはそれが役立っているかなと思うのですけれども、そのほかに

学童保育クラブは団体貸出はしていないということですかね。 

○近藤副館長 ちょっと記憶なのであれなのですけれども、例えば移動図書館がたまたま

行くようなポイントのそばに学童保育クラブがあったりすると、先生が連れてきて一緒に

本を借りたり、あと先生が読み聞かせのために団体で借りていただく例もあります。移動

図書館以外でも、そのようなことがどのくらいあるかというのは今は資料がないのですけ

れども、その辺も利用されているところとされていないところ、したいけれどもできない

環境なのかというのもあります。その辺もしっかり押さえていく必要があるのかと考えて

おります。 

○鈴木委員 団体貸出に登録すれば、学童保育クラブのところも貸せるということはある

訳ですね。 

○近藤副館長 それはそうです。 

○山口委員長 昔、町田市の地域文庫は、それこそ図書館がバックアップする形で発展し

ていった。浪江さんが活躍されていたころですけれども、そういうものがありますから、

地域文庫も今も重要だけれども、学童保育クラブというのも、ある意味では新しい形の地

域文庫と考えると、子どもたちに本を届ける手段としては有効ですね。あと、それと学校

図書館がうまく機能できれば、１週間のかなり長い時間帯で子どもたちは本に触れるチャ

ンスがあるということになりますね。 

 子どもだけで最寄りの図書館まで行ける場所に住んでいる子というと相当限られると思

うし、遠く離れているときには、むしろ子どもの安全の面から、それは推奨できないとい

うご意見も前に校長先生からお伺いしたことがあります。それもごもっともですので、そ

ういう意味では近くにそういう場所がどんどん普及していく方がいいと思うのですね。そ

のためには一体何が必要なのかとか、どういうことを調べなければいけないのか今後の課
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題だと思うのですけれども、それはぜひ考えていくべきことだと思います。 

○鈴木委員 子どもたちが本を読むチャンスとして、家にいると必ず本に向かうかどうか

わからないけれども、学童保育クラブだったら、ほかには遊びに行けなくて、そこの中で

しか遊べない環境の中だったら、読みたい本があれば結構続けて読んだりということもで

きるでしょうから、すごくいい場所なので、図書館が協力して何か借りやすい、この本が

欲しいとなったら届けてもらえるようになっていれば随分いいのではないかと思います。 

○山口委員長 今日配付していただきました「第三次町田市子ども読書活動推進計画」の

後ろの資料のところに統計が載っているのです。図書館の出てきている話題と関連するな

らば、42ページのＱ１＿１「この１か月間で読んだ本は何冊ですか」というのを見ると、

小学校の１、２年生は圧倒的に多いのです。もちろん、字数が少ないという問題もありま

すけれども、多いですね。触れる機会があれば、それだけどんどん触れるだろうし、逆に

学童保育クラブに行く世代というとこのあたりです。３年生になると学童保育クラブはぐ

っと減ってくるのですね。ですので、こういうときに学校も、学童保育クラブも本がある

と、かなり子どもたちにとってはいい環境がつくれるのではないかと思うのです。あくま

でも数値上の参考意見ですけれども、そんなところもお話をしてみたいと思います。 

○清水委員 今の話を出したのは、子どもまつりのときにも、小学校の子がなかなか図書

館に来てくれないというお話をよく聞いて、おはなし会にも、小さい子は来るのだけれど

も、小学校の低学年の子たちは、おはなし会の時間に間に合わないということもあるし、

なかなか来てくれないということがあったのです。学童保育クラブだったらみんなそろっ

て来られるような場所もあるのではないかということもあって、学童保育クラブといい結

びつきをしている図書館があるのかどうかという思いがあったのです。 

 それから、それとは別に本に触れ合う場所ということで、学童保育クラブでおはなし会

をやっているかどうかというのも調べていたのですけれども、もちろんやっているところ

もあります。ただ、学童保育クラブ全体として調べるのはとても難しかったのです。指定

管理になっていたりして、どこの部署に聞いたら学童保育クラブのことがわかるのかとい

うのもなかなかわからないような状況だったのです。ただ、学童保育クラブは午前中のあ

いている時間を開放して、小さい子向けにおはなし会をやっているようなところもあるの

で、学童保育クラブのことももう少し把握していった方が良いのかなという思いがありま

した。 

○山口委員長 これは図書館協議会のみならず、むしろ町田市子ども読書活動推進計画推



19 

 

進会議ですと、かなりほかの部署との関連性があるので、そちらが主導で把握してもらう

といいのかと思うのです。でも、学童保育クラブに関しては子育て支援課ですから、たし

か推進会議ではメンバーに入っているのです。管轄が分かれてしまう訳ですけれども…

…。 

○鈴木委員 ここには児童青少年課と書いてあるけれども、それとは違うのですか。 

○山口委員長 子育て支援課は保育所の方ですね。 

○鈴木委員 学童保育クラブは児童青少年課となっています。 

○山口委員長 児童青少年課ですね。ですから、そちらとの枠を超えた連携、生涯学習審

議会でも枠を超えたということがよく言われていましたけれども、そういうところを押さ

えていかなければいけないのかと思います。 

○久保委員 今、清水さんがちょっと言ったのですけれども、子どもまつりで今回、子ど

もが本と出会う場所をできるだけ詳細にマップに落としていこうということで、図書館の

担当の方も移動図書館が来る場所とか、図書館で把握できることをきちんとチェックして

データをちゃんとおろしているのです。それを見て子どもまつりの実行委員が、それに欠

けているところをフォローしていくというステップで、去年はそこまでやらなかったのだ

けれども、今年は取り組んでいるので、そういう新しい取り組みがまた１つステップにな

るのだろうと思っていて、少しずつ本当に欠けていることとか、そういうものが見えてく

ると、また次に行けるかなというので、すてきな子どもまつりの取り組みだと私は思って

います。 

○山口委員長 それは今年の子どもまつりで公開される訳ですね。 

○清水委員 はい。 

○山口委員長 わかりました。 

 以上、よろしいでしょうか。 

 それでは、次第のその他の事項になりますが、学校図書館の現状について、これは前回

から継続して地域文庫のおはなし会または団体貸出について議論を進めてきておりまし

て、各部署の状況をまず知ろうということで委員に報告をお願いしております。今日は学

校図書館ということで清水委員にご報告をお願いしております。 

 それでは、清水委員、お願いします。 

○清水委員 町田の学校図書館の現状についてお話をするということなのですけれども、

先生の前でお話しするのも何だか大変恐縮なのですけれども。 
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 いろいろなときに学校図書館のことについてお話しすることがあるのですけれども、学

校図書館についてなかなかイメージが共有できなくて、こちらの思いが伝わらないという

のをいつも感じています。それはなぜなのかなと思ったときに、一番最初に書いた「あな

たの学校図書館のイメージはどんなものですか？」ということなのです。自分の出身した

学校の学校図書館のイメージ、どんなものだったでしょうか。学校図書館という言葉を使

っていましたか。私は図書室という名前で記憶していまして、学校図書館というのは、図

書館、学校、何っ？と思ってしまったのは私も同じです。 

 私自身、高校まで図書室があった記憶はあるのですけれども、そこに司書の先生がいる

とか図書館の方がいるという記憶はありません。図書館もほとんど使っていませんでし

た。公立図書館も近くにはなかったので、私が本に触れたのは自分の家の本と、それから

本屋さんで立ち読みをするような、あと祖母のところに行ったら貸し本屋さんで漫画を借

りるとか、そんな記憶でした。それが当たり前だとは言いませんけれども、多くの方がそ

んな感じの記憶をお持ちなのではないかと思います。これが学校図書館を経験した大人が

少ないという日本の現状なのではないかと思います。 

 図書室というのは学校にある、それは皆さん共通に認識できるのですけれども、そこで

本を借りたこともある、それも大体借りたことぐらいはあると思うのです。でも、そこで

授業を受けた経験があるとか、相談に乗ってもらった経験があるとか、そういうことにな

ると、うん？というふうに考え込んでしまう方は少なくないと思います。なぜこういうふ

うになったのか、それは学校図書館が歩んできた歴史とかかわりがあるので、町田の学校

図書館という前に学校図書館の歴史をざっとお話ししたいと思います。 

 学校図書館法というのがあります。学校図書館法というのが1953年に制定されていま

す。まだ私でさえ生まれていないときです。この法律ができた背景というのは、戦後、ア

メリカの教育理念に影響されて、図書館というのは学校の中でも大切なところなのだよ、

かなめなのだよという理念があって、それで学校図書館法をつくらなければということで

つくられています。 

 できたときに、バカヤロー解散があったとか何とか、そこら辺はよくわからないのです

けれども、1953年に学校図書館法が制定されています。この学校図書館法はなかなかすば

らしくて、目的として「学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であることに

かんがみ、その健全な発達を図り、もつて学校教育を充実することを目的とする」という

ように、学校教育にとって図書館は大切なのだよということを言われていますし、定義で
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も子どもと教師が使うための設備だということが言われています。 

 そして、第３条には「学校には、学校図書館を設けなければならない」と規定されてい

ます。だから、学校図書館は、図書室という名前ではあったかもしれませんが、どこの学

校にもあるということだと思います。 

 第４条には、学校図書館の運営として、ここにはもう既に学校図書館はこんなふうに使

えるのだよということがかなり細かく出ています。「資料を収集し、児童又は生徒及び教

員の利用に供すること」「図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備するこ

と」、三には「読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を行うこと」、いろいろな

ことができるのだよということを言っています。 

 四では「図書館資料の利用その他学校図書館の利用に関し、児童又は生徒に対し指導を

行うこと」、指導する機関でもあるのだよということを言っています。 

 五、ここもすごいなと思うのですけれども、「他の学校の学校図書館、図書館、博物

館、公民館等と緊密に連絡し、及び協力すること」と書かれています。 

 さらに、２項では「学校図書館は、その目的を達成するのに支障のない限度において一

般公衆に利用させることができる」ということ、いわゆる学校図書館の開放もできるのだ

と言われています。 

 第５条では、司書教諭ということで「学校には、学校図書館の専門的職務を掌らせるた

め、司書教諭を置かなければならない」と書かれています。 

 あと、第６条、第７条は、設置者や国の任務なのですけれども、第５条で学校図書館に

専門的職務をする人が必要なのだということが書かれています。それは司書教諭というこ

とで、教員で司書教諭の資格を持っている人が司書教諭になれる訳ですけれども、司書教

諭を置かなければならないとされています。ただ、この法律が制定されたときに、附則第

２項で司書教諭については「当分の間」置かないことができると定められてしまいまし

た。「当分の間」がそのままずっと40年ほどほったらかしにされていたのです。でも、そ

の間、学校図書館を使おうという人たちはいた訳で、地域によって、また学校によって、

自分のところで図書館に人を置いていたところ、または専任の司書教諭を配置した学校も

ありました。東京都なども専任の先生がいた時代があるみたいです。 

 ただ、専任の司書教諭というのは、授業をしなくて図書館にいなければいけないので、

先生にとっては別に図書館の先生になるつもりで入った人ばかりではなく、子どもたちの

前で授業をしたい訳ですから、幾ら司書教諭の資格を持っていると言われても、図書館に
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ずっといるのは不本意だというような思いもあったようで、この専任の司書については余

り先生の方から私がやりたいというような積極的な話には進んでいかなかったと聞いてい

ます。 

 先生たちは授業をする、そして学校の中でいろいろな計画を立てたりするのであれば、

学校図書館の事務的なことですとか、専門的なことをする職員がいなければ、学校図書館

は動かないということで学校図書館担当職員というような形でいろいろな地域で、いわゆ

る学校司書が入っていったという経過があります。 

 1980年くらいになると、学校図書館担当職員、学校司書が入ることによって、図書館を

使った授業ですとか取り組みでいろいろな成果が上がってきて、実践報告などが出て、こ

んなにいいことがあるのだよ、こんなことができるのだよということで上がるようになり

ました。 

 ぜひ学校図書館を充実していかなければいけないというような機運が上がってきたのが

2000年に近くなったころだったと思います。そのときも、やはり学校司書というような言

葉は法律には入っていませんでしたので、それぞれできる範囲で学校図書館担当職員とい

うのが、ボランティアであったり嘱託であったり、いろいろな形で入っていったと思いま

す。 

 2000年に入りますと、読解力が注目されたとか、文科省が主導して教育の中で学校図書

館を活用することが重要なことであるということになっていき、2009年には子どもの読書

サポーターズ会議が１年間いろいろな討議を重ねて「これからの学校図書館の活用のあり

方等について（報告）」というものを出されています。この中には学校図書館の機能です

とか役割ですとか、それから学校図書館法には書かれていませんけれども、学校司書とい

うのがどうしても必要なのだということがうたわれています。 

 2013年には、これも文科省で学校図書館担当職員の役割及びその資質の向上に関する調

査研究協力者会議を設置しまして、ここでもいろいろな討議を重ねて、翌年に「これから

の学校図書館担当職員に求められる役割・職務及びその資質能力の向上方策等について

（報告）」というのが発表されました。 

 これの概要をその次のページに取り上げています。この中では、学校図書館の役割は読

書センター機能、学習センター機能、情報センター機能、今「まちだの教育」などにも書

かれていますけれども、そういうものが学校図書館の機能だと書かれているのです。さら

に、心の居場所ですとか、それ以外のところにも役割があるということをうたわれていま
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す。 

 この報告ですけれども、これを読んで私もびっくりしたのです。というのは、この報告

は学校司書の役割がものすごく大きくて、えっ、こんなにできなければいけないのかと正

直思うような内容でした。でも、これができなければ、学校図書館を活用することはやは

り不可能だと思います。今すぐこれが全てできるようになるということはないと思います

けれども、これを目指していかなければいけないのだなと私は理解しました。 

 この報告が出されたのが2014年３月だったと思うのですけれども、その同じ年、昨年の

６月に学校図書館法の一部改正案が成立し、学校司書という言葉がついに学校図書館法の

中に盛り込まれました。第７条に学校司書というのが入っています。今年の４月から施行

されます。2000年になってから学校図書館の内容ですとか要求されるものがとても大きく

なっていって、文科省主導でお金がつくようになったりとか、いろいろなところで進んで

きているのです。 

 では、町田市はどうなのかというのが次なのです。町田市の学校図書館ですけれども、

20世紀というか、1999年に図書指導員が入るまでの学校図書館は、中学校などだと学校が

荒れていたような時代でもあって、鍵が閉まっていて、あけると古い本がとにかくいっぱ

いあって汚い、使われていない。図書委員会などがあったので一部は使っているのですけ

れども、授業で使うには本がないとまず先生はそういうふうにおっしゃいます。本がない

から使えないというふうにおっしゃっていました。 

 そんなところだったのですけれども、町田市でも学校図書館を活用しようということ

で、1999年には図書指導員がモデル校、小学校２校、中学校２校に配置され、人がいる図

書館が初めて町田市でも実現しました。2001年には２分の１の学校に図書指導員が配置さ

れ、翌年の2002年には全校で配置されました。ちょうど私も、この全校配置されたときに

図書指導員になったのですけれども、そのときは本当にやることだらけで、お掃除から始

まって、配架から始まって本当にいろいろなことをさせていただきました。 

 このときの町田市の図書指導員の待遇ですけれども、１週間に４日、１日４時間、１日

2,000円で、１年間140日、身分は有償ボランティア、資格要件はありませんでした。学校

裁量で校長が採用するという形で、もちろん公募ではありませんでした。この状態で、こ

の有償ボランティアという文字を見ると、何とも不思議な、何と言えばいいのだろうとい

うような気持ちになりまして、本当に中途半端なのです。 

 職員ではないし、無償のボランティアではないし、先生たちの中でも、この図書指導員
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をどう扱っていいか、どう接していいかわからないような状態がずっと続きまして、先生

によっては一緒にやりましょうねと積極的にかかわってくださる先生もいらっしゃいます

が、適当にやっておいてというふうな先生もいらっしゃって、私たちはそのころ、職員室

にもちろん席はありませんし、職員会議に出ることもありませんし、生徒の情報をほとん

ど教えていただけないということが続いていました。 

 でも、図書館というのは、学校の先生がそこにいる訳ではなく、指導員がいるところな

ので、教室に居いにくい子、教室でちょっと息が詰まってしまいそうな子が図書館にはよ

く来ました。そのときに、そういう子たちが何をする訳ではないのですけれども、いつも

の授業のときのお友達とか、そういうところからちょっと離れて図書館に来て、また戻っ

ていく。そのときに、いろいろな会話とかもする訳なのですけれども、私たちは何も生徒

の様子や状況を知らされていないので、とても困った覚えもあります。 

 この子はどういう状態で来ているのかというのを知らされていないので困っていたので

すけれども、だんだんやっていくうちに、その後もずっとという訳ではないのですけれど

も、２年間ほど、新学期が始まるときに先生たちが子どもたちの注意しなければいけない

ところを皆さんで確認し合うような会議があるのですけれども、そのときに一緒にいさせ

ていただいて、この子はこういうところに気をつけてほしいのだという話を一緒に聞いた

ことがあるのです。本当に驚いたことに、やはり図書室に顔を出す子が多かったのです。

それを聞いておいてよかったなという思いはありましたけれども、それもたまたま担当し

ていた先生が私たちのことを理解してくださっていたので、その２年間だけはそういうこ

とができたのですけれども、ほかの年はお声がかからなかったのでわかりませんでした。 

 でも、子どもの中には、男の先生にはさわられたくない子だとか、そういう本当に気を

つけてあげなければいけない子がいっぱいいるのですけれども、そういうことも含めて、

この長いタイトルの学校図書館担当職員の役割何とかという報告の中には、心理学ですと

か生徒指導ですとか、そういうことにまで入っていかなければいけないということが書か

れています。 

 2013年からは待遇が少し改善されているのですけれども、日数とか１日の金額が多くな

ったりはしているのですけれども、その次のところに指導員数というのが書いてありま

す。小学校では指導員が91人います。41校で91人ということは、１校で２人または３人で

やっているということです。中学校も20校で40人ということなので、平均２人でやってい

るということになります。 
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 それから、研修ですけれども、指導員向け１回、司書教諭向け１回、先日いただいた

「まちだの教育」だったかに書いてあったのは３回になっていたものもあるかと思うので

す。おととしはこういうふうに聞いているのですけれども、2015年度についてはよくわか

りません。ただ、増えても３回ぐらいで、指導員会というか、横のつながりというか、指

導員だけが集まって情報交換をしたりとか、そういう機会はありません。そういうような

状態で町田市の学校図書館は運営されています。 

 課題としてここに挙げさせていただいたのですけれども、学校図書館は今、長いタイト

ルの会議の報告でもあったように、学習センターとしてというのが非常に強く言われてい

るのですけれども、学習センターとして使われている学校はそれほど多くはないと思いま

す。特に中学校では、授業で使うことが少なくなっています。以前は総合ですとか、選択

の授業が結構あったので、そういうところで図書館を使うことはあったのですけれども、

今、選択もほとんどなくなってしまっているので、学校図書館を授業で使うということが

減っていると思うのです。 

 それから、学校図書館運営協議会というのがあるはずなのですけれども、管理職とか担

当の職員と指導員が一緒にテーブルに着いて、学校図書館の運営について話し合うことな

のですけれども、それも機能している学校は少ないと思います。 

 それから、図書指導員はボランティアなので仕事が制約されています。子どもへの指導

とか図書館の運営、対外的な交渉については、採用が学校裁量だということもあって、仕

事の内容もそれぞれの学校で違っています。ですから、子どもへの指導も、どんどんさせ

ていくような学校もありますし、本の管理だけをお願いしますと言っているような学校も

あるようです。それから、対外的な交渉、これは図書館との連携ですとか、先日お話があ

りました外から来ていただくおはなし会ですとか、そういうところとの交渉も、任されて

やるということは余りないのかと思います。 

 それから、研修が少ない、学校間の情報交換が少ない。これも「まちだの教育」ですと

か教育プランに研修をやりますと言っていますけれども、２回、３回というのは決して多

くはありません。前回のときにお配りした一覧表があったと思うのですけれども、それに

東京都内の区と市町村の学校の現状が書かれていたと思うのです。もちろん、ゼロという

ところもありますし、入っていないところもあるのですけれども、多くやっているところ

は年間12回研修があるとか、司書会が20回あるとか、そういうところもあります。そうい

うことに比べると、研修ですとか指導員の連絡会のようなものはもっとあっても良いかと
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思っています。 

 それから、コンピューター管理が始まっているのですが、バーコードをつけて入力する

ところまでは皆さんどの学校でもやっていると思うのですけれども、その後の市としての

フォローはされていないように感じています。こんなことを言ったら叱られてしまうかも

しれませんけれども、そんなにすごいソフトは入っていないのです。でも、使おうと思え

ば自分でキーワード入力とかもできますし、検索もできますし、配架の場所もちゃんと入

力してあれば、どこにあるかというのもすぐわかるようにできるのですけれども、それを

こういうふうにやってというのは、マニュアルだけを渡されてやっている状況のようなの

で、こういうところで困っているのですけれども、どうすればいいのですかとか、どこに

聞けばいいのですかというフォローは余りなされていないように感じています。 

 最後に、図書指導員は公募ではないので学校の裁量でというのは何回も申し上げました

けれども、先ほど先生がおっしゃった地域を大切にするということも大切だとは思うので

すけれども、これを続けていくと学校間の格差が非常に広がってしまうと思うのです。次

の人を地域で募るにしても、今までのことを踏襲してしまうと、余り活用されていない学

校はいつまでも活用されていないままになってしまいますし、それは先生がかわっても、

今までこうしているのだよということになって、変わらなくなってしまうような危険性も

あると思うので、これから学校図書館をさらに活用するためには、そこのところからもう

１度考える必要があるのではないかと考えています。 

○山口委員長 ありがとうございました。町田の学校図書館の現状ということで、まずは

学校図書館の歴史、特に学校図書館法を上げていただきまして、第４条で学校図書館の運

営というので一から五までありますけれども、これは図書館法で言うと第３条の図書館サ

ービスのところとまさに同じような項目が並んでいる訳で、司書と同じ能力が求められる

のだなというのがわかります。 

 ２ページ目で昨今の学校司書または学校図書館をめぐる国の動き等、最後に町田市の現

状ということでご自身の経験からお話をいただきました。 

 内容としてはかなり多岐にわたりますので、今回検討している内容と全てが一致する訳

ではありませんが、やはりトータルに学校図書館の現状を理解しておくことが、例えば団

体貸出とかおはなし会の運営も含めて参考になるかと思いますので、その点では大変詳し

いお話をいただいたことはありがたいと思っております。 

 私から補足させていただきますと、先ほどから司書教諭と司書の話が出ていますが、両
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方とも法令科目でございまして、私も大学でかかわっています。司書は図書館法の施行規

則で定められておりまして、科目必要単位数が24単位です。それに対して司書教諭は、教

員免許を持った上での講習ということになりますけれども、10単位です。ですので、例え

ば先ほどの学校図書館法の第４条に出てきます第１項の資料を収集し、利用に供すると

か、また資料を収集して利用提供するためには、分類排列をし、目録整理を行わなければ

いけない。図書館では資料組織といって全部で４単位必要なところ、司書教諭ですと学校

図書館とメディアの構成というので２単位です。 

 ですから、実際にＮＤＣが今度10版が出るというのでどんどん変わってまいりますし、

目録規則も、日本目録規則は日本図書館協会が管理していますけれども、国立国会図書館

は独自の目録を持っていますし、さらにはネット上では国立情報学研究所、つまり大学図

書館関係の目録についてはＮＡＣＳＩＳ－ＣＡＴというので独自のものをつくっている。 

 ですから、実際にインターネットで検索すると数種類の目録が目の前にあらわれるとい

うのが現状でして、そこら辺の違いというのは、司書の講座ですと一からは教えていく訳

ですが、逆に図書館は司書がわかっているから利用者の疑問には答えられるでしょうとい

うふうに私たちは考えるのですけれども、恐らく司書教諭の授業でそこまで２単位ででき

るかというと、多分時間数で無理だろうなと。実際に大学で使っているテキストを見て

も、そんなに詳しくまで触れる余裕はないというのが現状です。 

 ですので、デジタル化が進んでネットにどんどん学校図書館もつながっていったとき

に、やはり専門的な知識と研修または講習、資格等を持っていくということの重要性は絶

対出てくるし、だんだんそのプレッシャーは高まっていくと思います。そんなところも補

足でつけ加えさせていただきました。 

 ただいまの報告につきまして、何かご意見、ご質問等がございましたらお願いいたしま

す。 

 私から、最後の課題のところで、今回、協議会として取り組んでいる問題と絡む内容だ

と思うのが課題の３番目の「図書指導員はボランティアなので仕事が制約される」という

ところで「子どもへの指導、図書館の運営」とともに「対外的な交渉」という項目が挙げ

られています。例えば公立図書館との連携とか、外部のおはなし会の企画に関する交渉と

いう点です。 

 これは前に学校図書館に専任司書配置を求めるという提言を協議会で出したときに、さ

るびあ図書館の学校図書館担当の方からのヒアリングでいろいろお話を伺う機会がありま
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して、例えば図書館から本を団体で貸し出しするときに、窓口が一定ではないということ

が話題になりました。つまり、例えば学校側から、こういう資料が欲しいというのを指導

員の人が言う場合もあれば、司書教諭の先生が言う場合もあれば、直接科目の担当の先生

が言う場合もある。図書館は窓口がある訳ですが、今度、それをどのように返していくか

というと窓口がばらばらである。 

 また、恐らくそうなると、図書館から情報発信しようとしたときの受ける窓口が、例え

ば図書指導員、学校司書が仮にいるとすれば、そこが図書館同士でカウンターパートナー

になると思うのですけれども、例えば司書教諭の先生ですよとなると、その先生がお忙し

かったりするとなかなか難しいだろうし、ましてや各担当の先生がばらばらに要望をお出

しになるというと、どこへ出せばいいかというところが、あれは２年前でしたけれども、

話題になっていました。それを彷彿とさせるかと思います。 

 確かに、おはなし会に関して自分の子どもたちが行っている学校の例ですと、そこは指

導員の方がお１人でしたけれども、ＮＰＯまちだ語り手の会が行くときには連携をおとり

になっていまして、必ず参加されるとともに、できるだけ学校内にある本を実際に並べる

ようにして、図書館とか文学館で行うおとなのためのおはなし会のときも、できるだけ図

書館の実際の本をお見せするという形で企画をされているようですけれども、そういう企

画などは現場に一番近い指導員の方と連携をとるといいのかなと思うのですね。ですか

ら、そういうところに現場に指導員の人をうまく巻き込んでいくような仕組みになってい

ないと、いろいろと支援する仕組みがあっても、それが機能しづらいということもあるの

かと思います。 

 あと、この前の団体利用者懇談会、この中にも参加された方がいらっしゃる訳ですが、

あのときにたしか学校図書館の指導員の方が何人かいらっしゃっていましたね。 

○清水委員 はい。 

○山口委員長 ですから、そういうところへいらっしゃる指導員の方がいると、多分そこ

が窓口で公立図書館のいろいろなサービスを受けるチャンスが増えてくるのだろうと思う

のです。そこら辺も、どういう形で機能しているのか、私もその場では全然わからなかっ

たのですけれども、決して全ての学校ではないということが事実だろうと思います。 

 ほかにどうでしょうか。 

○鈴木委員 今のおはなし会に入るときには、指導員の方がいてくださるとすごくいいの

ですけれども、今年の例で１つの学校が175日の範囲内にしなければいけないということ
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で、私たちが行っているときは図書指導的になるので、その間は指導員はお休み、びっく

りしてしまったのですけれども、そういうのは初めてだったのです。 

 それまではいつも指導員の方がいてくださって、準備とか、そういうものもしてくださ

ったりしていたのですけれども、今回は全然いらっしゃらなくて、なぜかなと思ったら、

結局、１週間に５日できるだけ入るようにするためには、この175日を守るには、私たち

が行っている９日間休んだ方がうまく回るということで、学校側からそこは休んでいいと

いうか、休んでくださいとおっしゃったのか知りませんけれども、そういうような事情で

全然見えなかったのです。 

 ですから、本なども用意してもらうとか、もう少しいろいろなコミュニケーションが今

までだったらとれていたのが、そんなことで初めて有償のあれがよくなったということが

あっても、逆に前よりもちょっと厳しくなったのか、いろいろな面で枠が逆にかかってし

まって来ていただけなかったということもあって、有償ボランティアではなく、年間を通

して週５日いらっしゃるような指導員ではなく、学校図書館の司書という形だったらそん

なことはないのだと思うのです。 

 いろいろな質の差というのも、年度によっても変わると全然違ったりとか、それこそ一

定のここに書いてあったような学校図書館法に沿ってお仕事をさせているようなところま

で行っていないような感じの人もいらして、そこは公募の採用になると、きっともう少し

いろいろな面で質もよく―質と言ったら失礼ですけれども、同じような学校図書館の仕

事をなさるとある程度一定になるかなとここのところ感じています。 

○山口委員長 すみません、今日ここは55分過ぎぐらいには終了しないと、次に使うこと

になっていますので、いつものようにいかないのですが、最後に何か一言この点でご発言

いただければ。 

○伊藤委員 今、図書指導員さんの役割についていろいろとご意見等が出てきていると思

いますけれども、現場としていろいろな図書館の仕事の優先順位をつけていくとすると、

まず何をやっていただきたいかといったら、やはり図書の整理です。実際問題、今日も本

校に年度末で追加予算で購入した本がどっと届いたのですけれども、図書館に持っていっ

て、まずはこれを整理して配架できるようにお願いしますというところをやってきたばか

りなのです。まずはそこなのです。 

 それから、さらに図書室全体の環境整備ですとか、読み聞かせ等の実際の子どもへの指

導に当たっていただいたり、また教員の要望に合わせて授業で必要な本をそろえておいて
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もらうというふうになってくるのです。そこが各学校によっていろいろと取り組みが違っ

てくるというのが現状なのだと思います。 

 このレポート、すごく勉強させていただいたのですけれども、非常勤ではなくて、学校

図書館に専任の職員がいないというのが、これは町田市だけではなくて、日本の図書館の

制度の根本的な欠陥だと思うのです。 

 私も、先ほど高校の話が出ましたけれども、高校に行ったら、あっ、図書館に人がいる

のだと初めて気づきました。それまではなかなかそういう状態ではなかったのです。担任

が司書教諭として幾ら任命を受けたとしても、ここで求められていることを実際に行うの

は無理です。職務命令でやれと言うことはできるけれども、無理です。そういうところ

を、こういう場の中からだんだんと話を出していって、どこかのタイミングで実現できれ

ばいいかなという期待はしているのですけれども、先は長くなるかとは思います。ともか

く今、指導員の方には、必要なところから順番にやっていただいているというのが現状で

すね。 

○鈴木委員 この時間の制限とかそういうものが本当に。 

○伊藤委員 そうですね。ありがとうございました。 

○中林委員 本当に勉強になりました。今、鈴木さんがおっしゃったような問題が生じる

というのは、とにかく指導員というのを１人つくって、そしてお金を払って何時間働かせ

ればいいという、それこそ普通の物品をつくったりする仕事、そのようなことをやるのと

同じような仕組みで、学校図書館とはそれとは違うから、人間を相手にすることで、この

中に書いてあったのですけれども、生徒の憩いの場になるということを考えたら、それは

一番大事なことだと思うのです。今、伊藤先生がおっしゃったように、やる順序からいく

と、そこまで手が回らないというのは現状だと思うのです。ですから、それは基本的に学

校に専任のあれをというところに結局行くのですね。そうです。 

○鈴木委員 ぜひとも。 

○中林委員 本当におもしろかったというか、とてもよくわかりました。 

○山口委員長 よろしいでしょうか。今日は学校図書館について報告していただきました

けれども、次回は３月20日（金）に予定されております。この日もこちらの文学館でよろ

しいですね。 

○事務局 場所は、階がこの１個上の３階のもうちょっと奥の部屋になります。もうちょ

っと小ぢんまりした部屋です。 
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○山口委員長 ということでよろしくお願いします。 

 ですので、次回も中央館は使いませんけれども、リニューアルしましたら、３月５日と

は言いませんが、ぜひいらして、また次回の協議会のときにご感想などをいただければと

思います。 

 あと、柿の木文庫とかえで文庫からチラシをいただいております。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、本日の定例会はここまでにしたいと思います。では終わります。ご苦労さま

でした。 

 

―了― 

 


